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　国立極地研究所ではアイスコアを高時間分解能で連続分析するため、連続融解分析（Continuous Flow

Analysis、略してCFA）システムを開発した。本システムはアイスコアの融解ユニットと分析ユニットから構

成される。分析ユニットは大きく分けて、アイスコアの融解水を分析する装置と、アイスコアに含まれる空気

成分を分析する装置で構成される。現在、前者として電気伝導度計、レーザー式水同位体比アナライ

ザー、ICP質量分析計、固体微粒子分析計、ブラックカーボン分析装置を用いており、後者としては

レーザー式メタンガス分析装置を用いている。また、融解水の一部はフラクションコレクターにより、自動的

にサンプル瓶に注入される。国立極地研では、このCFAシステムを用いて南極ドームふじ深層コアの分析を開

始した。本発表では、融解水を用いた分析について報告する。まず、本システムの性能を評価するために実施

した様々なテストについて紹介し、次に、初期的な分析結果について報告する。
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